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古い計算尺
大橋秀雄

　電卓が容易に手に入るようになったの

は1975年（昭和50年）頃からだったで

しょうか。それまではソロバンが主役で

した。汎用デジタルカウンターのソロバ

ンは、名手の手にかかると加減乗除何で

もこいの汎用計算器になりますが、凡人

は加減にソロバン、乗除に計算尺と使い

分けるのが普通でした。乗除算が主体の

公式を使いこなす理系の学生には計算尺

は必携品でした。等間隔の目盛りを振っ

た物差しが２本あれば、足し算ができま

す。計算尺は、掛算が対数では足し算に

なることを利用し、対数目盛りを振った

２本の物差しを使って掛け算の結果を求

めるアナログ計算器で、単純な構造です

がたいへん便利しました。

　ソロバンは、まだまだ生き残っていま

すが、計算尺の方は完全に過去の遺物と

なりました。いまの学生に計算尺を見せ

ても、見たことがある人はほとんどいな

いでしょう。時代は変わり、計算法も変

わります。でも技術史のなかで、計算尺

が果たした役割は消えることはありませ

ん。あのゼロ戦も戦艦ヤマトも、計算尺

で設計されました。歴史に残る名設計は、

調和のとれたデッサンが決め手になって

います。デッサンの精度なら２桁あれば

十分です。無駄な桁数に注意をそがれず、

全体的な調和に全神経を集中するには計

算尺がぴったりでした。

＊＊＊

　私の手元に、いま三つの計算尺が残っ

ています。一番新しいのは、目盛り幅５

インチのオール樹脂製のポケット計算尺

で、ドイツ製です。30年以上前、何か

の引き出物として貰った覚えがありま

す。次が、学生時代から愛用したヘンミ

製の20インチ大型計算尺で、60年経っ

た今でも新品と変わりません。竹の芯に

樹脂板を張り付けた日本独特の構造で、

滑りの良さと変形の少なさから、世界に

冠たる名機として名を馳せました。これ

使って設計したりレポートを書いたり、

苦労と懐かしさがいっぱい詰まった青春

記念計算尺です。

　最後が本文の主題になります。50年ほ

ど前、赤煉瓦の水力実験室が取り壊され

て工学部８号館が建てられました。その

ときに出た廃棄物のなかに、得体の知れ

ない10インチ計算尺（図１）が転がって

いました。カーソルのガラスも三つに割

れていて哀れな姿でしたが、何となく気

になって、捨てずにとっておきました。も

ちろん備品番号などない無籍ものでした。

＊＊＊

　このところ、いずれやってくるその日

にそなえ、残されたがらくたに家族が頭

を悩ませないようにと、身辺整理に励ん

でいます。捨てるのにまだ未練があった

書類や写真は、高性能スキャナーを奮発

して次々にデジタル化して、いま９割が

た終わったところです。大型段ボール

いっぱいのファイルやアルバムが、ほぼ

２ギガバイトのpdfに圧縮されます。私

が生涯かけて書いたり喋ったりした記録

が、１本のUSBにらくらく入ってしま

います。オレの人生はこのUSBかと思

うと、悲しいような、笑い出したいよう

な気分になります。紙に載った情報は圧

縮して残せても、思い出は残せません。

これは仕方がないとしても、問題は思い

出が詰まったモノになります。いまその

取捨に頭を悩ませています。

＊＊＊

　さて上述の三つ目の計算尺は、捨てら

れても不思議でない運命でした。最後の

ご対面とじっくり手にとって眺めると、

いろいろ発見がありました。硬質木材に

セルロイド板を張った構造はいかにも古

めかしく、目盛りは汎用計算尺と全く

違っているうえに、左側にPelton、右側

にFrancisと刻印があります。裏面に小

さな字でドイツ語の説明があることは前

から気付いていましたが、こんどはルー

ペを取り出してじっくり読みました。こ

れは水車計画用の専用計算尺であること

はすぐ分かりましたが、説明だけでは

使い方も分かりません。しかし最後の最

後に、ホル技師 (Ing. Holl) 著の “ Der 

Turbinenrechenschieber und seine 

Anwendung（タービン用計算尺とそ

の応用）”を見よ、と書いてありました。

　昔だったらここでお終いでしょうが、

今や検索時代です。試しにグーグルに書

名を入れてみると、さっとアマゾンに飛

んで、その復刻版（図２）が売られて

いることが分かりました。160ページの
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図１　本学工学部にあった10インチ計算尺．

図 ２　 ホ ル 技 師（Ing. Holl ） 著 のDer 

Turbinenrechenschieber und　seine 

Anwendung（タービン用計算尺とその

応用）．
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案内
IMT特別展示

「マリリンとアインシュタイン――神話

的イコンに捧げる讃歌」

　日時：2014年６月７日から10月５日 

　会場：インターメディアテク２階企画

展示スペース

「FIRST SIGHT（ギャラリー１）」

　主催：東京大学総合研究博物館 

　協力：株式会社ミキモト

　協賛：Champagne Piper Heidsieck

「造形美考――フォルムの「美」をめぐって」

　日時：2014年６月７日から

　会場：インターメディアテク３階企画

展示スペース「MODULE（モデュール）」

　主催：東京大学総合研究博物館 

建築博物教室 第２回
　建築ミュージアムとして常設展示「建

築博物誌／アーキテクトニカ」を開催中

の小石川分館では、レクチャと展示ユ

ニットを通じて幅広い万象の「アーキテ

クチャ」に触れる機会として、さまざま

な分野の講師を迎えて建築博物教室を定

期的に開催します。第２回は石井龍太氏

（城西大学助教／歴史考古学）による「シ

マのアーキテクチャ―瓦屋根の語る琉球

諸島の歴史」です。

　会場は２階展示室、日時は平成26年

６月８日（日）13:30 ～ 15:00、入場無料、

事前申込不要です。

学校対象教育実験プログ
ラムの募集
　インターメディアテクでは、学校対象

教育実験プログラム「アカデミック・ア

ドベンチャー」の2014年度の募集を行っ

ています。修学旅行及び学校行事や授業

で当館を訪れる小・中学生を対象に、ボ

ランティア学生が「インターメディエイ

ト」（媒介者）として一緒に展示物を観察・

鑑賞し、自由に対話する体験自由に対話

する体験を通じて、子どもたちが自らの

好奇心を拡げ、探求心を深めることので

きる創造的な学術探検の機会を提供いた

します。

利用日時：水曜日の９時半から12時ま

での間の約１時間

（実施日は応相談、アドベンチャー開始

は一般向け開館時間前となります）

利用内容：ボランティア学生が務める「イ

ンターメディエイト」の案内による対話

式展示観覧

募集対象：小・中学校の学校団体

（国公立・私立は問いません）

利用人数：１団体あたり児童・生徒数５

名から45名程度まで

入館料・参加費：無料

申込期限：利用希望日の30日前まで

申込みおよびお問い合わせ連絡先：

03-5777-8600（ハローダイヤル）

ニュース
IMT展示
　インターメディアテクでは、以下の展

示を公開いたしました。

・平成26年１月19日から平成26年３月

２日特別展示

「あるペンギンの辿った歴史」

・平成26年２月25日から　特別展示

「ケ・ブランリ・トウキョウ『純粋形態

――アフリカ諸部族の貨幣』」

・平成26年４月22日から　常設展示

「キネマの誕生――阿部正直コレクション」

蓄音機音楽会シリーズ
　 イ ン タ ー メ デ ィ ア テ ク ２ 階

ACADEMIAにて、以下のとおり蓄音機

音楽会を開催いたしました。

・平成25年12月20日

「ジャズ大集成（サミット）（２）」

・平成26年１月24日

「ジャズ大集成（サミット）（３）」

・平成26年２月21日

「ジャズ大集成（サミット）（４）」

・平成26年３月28日

「ジャズ大集成（サミット）（５）」

・平成26年４月25日

「ジャズ大集成（サミット）（６）」

録映画上映シリーズ
　 イ ン タ ー メ デ ィ ア テ ク ２ 階

ACADEMIAにて以下のとおり記録映画

上映会を開催いたしました。

・平成26年１月10日

『「日本再発見」— 群馬県』

ペーパーバックでお値段は12ドル、早

速注文したところ10日ほどでアメリカ

から届きました（今からでは遅い、売り

切れです）。その本は1908年（明治41年）

刊行ですから、この計算尺が東大の水力

実験室にやってきたのは、明治の終わり

か大正の初め頃だったでしょう。井口在

屋先生が教授として活躍された時代で、

100年も昔の話になります。カリフォル

ニア大学図書館は、この種の古い技術書

の復刻を計画的に進めているようです。

いまさら役に立つ本ではありませんが、

歴史を担ったことは確かです。それを敢

えて復刻・頒布する試みに、文化の厚み

を感じます。

　この計算尺は、水車の落差、水量、回

転数から、ペルトン式かフランシス式

か、また効率的に最適なノズル数やラン

ナー数をさっと求める用途に適していま

す。その頃の水車技術者は、この計算尺

をポケットに入れて現場を見て回ったの

でしょう。光景が目に浮かびます。

＊＊＊

　遙か昔の大先生が使ったと知った以

上、カーソルのガラスが割れているぐら

いでゴミにするわけにはゆきません。そ

こで、この計算尺の終の棲家に相応しい

のはどこか、いろいろご相談したところ、

結局東大の総合研究博物館に引き取って

もらうことになりました。旧主のお蔵に

収まるというところです。命拾いした計

算尺が、技術史の一証人として生き残る

ことは嬉しい限りです。

（本学名誉教授・工学院大学名誉教授／

流体工学） 
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